
盛岡構想区域地域医療構想調整会議（仮称）の設置及び運営について 

 

１ 設置目的 

平成 28年３月に策定された地域医療構想の実現に向け、構想区域ごとに調整会議を設け、 

医療関係者等の協議に基づく自主的な取り組みにより構想実現を図る。 

 (1) 不足が見込まれる回復期機能への病床機能の転換など、構想区域において病床機能の 

分化と連携に取り組む。 

 (2) 地域完結型医療への移行を目指し、医療と介護の連携や在宅医療等の体制整備等に取 

り組む。 

 

２ 調整会議の設置及び構成員について 

 (1) 調整会議の設置 

既存組織の設置・開催状況や地域の実情に応じて、以下のいずれかにより調整会議の

開催に係る体制を構築する。 

ア 既存の会議等の活用 

イ 既存の会議への新たな部会等の設置 

ウ  調整会議の新設  

 (2) 調整会議の構成員 

ア 地域医療構想策定ガイドラインを踏まえた構成員の確保 

医師会、歯科医師会、薬剤師会、看護協会、圏域内の全病院長、介護関係者、医療

保険者、市町村、住民団体の代表者等のほか保健所長が必要と認める者を構成員に含

めることとする。 

イ 住民参加の確保 

    原則として、以下のような方法で協議の場への住民の参画を確保する。 

(ｱ) 住民代表を恒常的な構成員（委員又はオブザーバー）とする方法 

(ｲ) 住民代表を恒常的な構成員とはしないが、定期的に意見を聞く方法 

 

３ 議論する内容について 

 (1) 通常の議事（医療第 30 条の 14 に基づく、地域医療構想の達成一般についての議事） 

ア 地域の医療提供体制の現状と将来目指すべき姿の認識共有  ⇒今年度の議題 

イ 地域医療構想を実現する上での課題の抽出 

 (ｱ) 現状把握 

 (ｲ) 病床機能報告結果の確認・共有             ⇒29 年度以降議題 

 (ｳ) (ｱ)、(ｲ)を踏まえた必要病床数の再検証 

ウ 具体的な病床の機能の分化及び連携の在り方について議論 

エ 地域医療介護総合確保基金を活用した具体的な事業の議論 

 (2) 過剰な病床機能への転換事案等が生じた場合の議事 

   具体の事案が生じた場合、随時、協議する必要が生じる。 

 

資料２ 



４ 平成 29 年度以降の調整会議（案）について 

(1) 調整会議準備会を開催し、平成 29 年度以降の調整会議の設置について協議する。併せ

て、盛岡構想区域の人口動態、医療提供体制の現状等について説明する。 

(2) 平成 29 年度以降の調整会議については、県調整会議設置要綱を踏まえて新たに設置要  

綱を策定し、会議を立ち上げることとする。 

  盛岡構想区域地域医療構想調整会議（案） 

所

掌 

事

項 

(1) 病床機能の分化と連携の推進に向けて病院・有床診療所が担うべき病

床機能に関する事項 

(2) 病床機能報告制度による情報等の共有に関する事項 

(3) 所管する構想区域等における病床機能の分化と連携の推進等に必要な

事業として岩手県計画(盛岡構想区域）に盛り込む事業に関する事項 

(4) その他地域医療構想を実現するために必要な事項 

組

織 

次の案により、次年度以降の組織について協議する。 

(1) 主な考え方（詳細は、別案のとおり） 

 ① 保健・医療・福祉・介護等の各分野から参画していただくこと。（前

記２） 

 ② 地域的なバランスを考慮すること。 

 ③ 医療機関については、案の１では全病院、案の２では医療機能別に

５病院程選定すること。 

(2) 組織案 

       

   

    

 

      案の１ 案の２ 
 

 
医療機関 39 15 

 

 
保健・医療 9 9 

 

 
福祉・介護 5 5 

 

 
救急 1 1 

 

 
保険者 1 1 

 

 
市町 8 8 

 

 
保健所 2 2 

 

 
計 65 団体 41 団体   

      

内訳 



　　　　　地域医療構想調整会議　運営方法及び構成団体案　（案の１）

１　会議の運営方法
　 　盛岡構想区域地域医療構想調整会議設置要綱を策定し、調整会議を新設する。

２　構成団体選定の考え方
　(1)　保健・医療・福祉・介護等の各分野から選定する。
　(2)　医療機関については、構想区域内の全病院を選定する。

３　留意事項
　　病床機能の分化と連携等について、全病院の認識を共有できる一方で、構成団体が65団体となる
  ことにより効率的・機動的な会議運営が難しい。

４　構成団体案　65団体

No. 分野 所属

40 一般社団法人盛岡市医師会

41 一般社団法人岩手西北医師会

42 一般社団法人紫波郡医師会

43 一般社団法人盛岡市歯科医師会

44 岩手八幡平歯科医師会

45 紫波郡歯科医師会

46 盛岡薬剤師会

47 公益財団法人岩手県看護協会盛岡支部

48 一般社団法人岩手県理学療法士会

49 盛岡地区地域包括・在宅介護支援センター協議会

50 岩手県介護老人保健施設協会

51 岩手県社会福祉協議会中央ブロック高齢者福祉協議会

52 盛岡市民生児童委員連絡協議会

53 岩手県央地区民生児童委員協議会

54 救急 盛岡地区広域消防組合

55 医療保険者 全国健康保険協会岩手支部

56 盛岡市長寿社会課

57 八幡平市健康福祉課

58 滝沢市健康福祉課

59 雫石町健康福祉課

60 葛巻町健康福祉課

61 岩手町健康福祉課

62 紫波町長寿健康課

63 矢巾町健康長寿課

64 盛岡市保健所

65 岩手県県央保健所

保健所
(2)

1～39

別紙

医療機関
（39）

構想区域内の39病院

保健・医療
(9)

福祉･介護
(5)

市町
（８)



１　会議の運営方法
 　　盛岡構想区域地域医療構想調整会議設置要綱を策定し、調整会議を新設する。

２　構成団体選定の考え方
　(1)　保健・医療・福祉・介護等の各分野から選定する。
　(2)　高度急性期・急性期の医療機能を担う私立病院を１病院選定する。
　(3)　回復期、慢性期については、関係団体（岩手県私立病院協会、全日本病院協会岩手支部、日本病院協会岩手支部、
　　自治体病院協議会岩手県支部 ）に３～４病院ずつ推薦依頼する。
　　　 なお、依頼にあたっては、地域的なバランスを考慮した推薦となるよう推薦依頼先に配慮を求める。
　(4)　精神科病院については、日本精神科病院協会岩手県支部に１病院推薦依頼する。

３　留意事項
　　構成団体が41団体であり、効率的・機動的な会議運営が可能である。構成団体でない病院に対しては、調整会議開催
　の都度、会議資料を会議録とともに送付することにより、情報共有を図ることが可能となる。

４　構成団体案　41団体

分野 医療機能

1 （盛岡市）

2 （盛岡市）

3 （盛岡市）

4 （盛岡市）

5

6 ①

7 ②

8 ③ 岩手県私立病院協会

9 ④ 全日本病院協会岩手支部

10 ⑤ 日本病院協会岩手県支部

11 ⑥ 自治体病院協議会岩手県支部

12 ⑦

13 ⑧

14 ⑨

15 精
神 日本精神科病院協会岩手県支部に１病院推薦依頼

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30 救急 盛岡地区広域消防組合

31 医療保険者

32 盛岡市長寿社会課

33 八幡平市健康福祉課

34 滝沢市健康福祉課

35 雫石町健康福祉課

36 葛巻町健康福祉課

37 岩手町健康福祉課

38 紫波町長寿健康課

39 矢巾町健康長寿課

40

41

保健所
(2)

盛岡市保健所

岩手県県央保健所

全国健康保険協会岩手支部

岩手県社会福祉協議会中央ブロック高齢者福祉協議会

盛岡市民生児童委員連絡協議会

盛岡薬剤師会

岩手県央地区民生児童委員協議会

保健・医療
(9)

市町
（８)

盛岡地区地域包括・在宅介護支援センター協議会

一般社団法人岩手県理学療法士会

岩手八幡平歯科医師会

岩手県介護老人保健施設協会
福祉･介護

(5)

公益財団法人岩手県看護協会盛岡支部

紫波郡歯科医師会

盛岡赤十字病院

岩手県立中央病院

私立病院を１病院選定

・
急
性
期

高
度
急
性
期

一般社団法人盛岡市歯科医師会

岩手医科大学附属病院

地域医療構想調整会議　運営方法及び構成団体案　（案の２）

所　　属

一般社団法人盛岡市医師会

一般社団法人岩手西北医師会

一般社団法人紫波郡医師会

医療機関
(15)

回
復
期
・
慢
性
期

盛岡市立病院

医療機能別に3～４病院 

関係団体に推薦依頼 
 



盛岡構想区域地域医療構想調整会議設置要綱（案） 

 

（設置） 

第１条 構想区域（医療法第 30 条の４第２項第７号の規定により定める構想区域をいう。

以下同じ。）において、医療関係者、医療保険者その他の関係者との連携を図りつつ、

同法第 30条の 14 第１項に定める事項について協議するため、同項に定める「協議の場」

として、次のとおり盛岡構想区域地域医療構想調整会議（以下「調整会議」という。）

を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２条 調整会議は、次の事項を検討・協議するものとする。 

(1) 病床機能の分化と連携の推進に向けて病院・有床診療所が担うべき病床機能に関す

る事項 

(2) 病床機能報告制度による情報等の共有に関する事項 

(3) 所管する構想区域等における病床機能の分化と連携の推進等に必要な事業として岩

手県計画（地域における医療及び介護の総合的な確保の推進に関する法律（平成元年

法律第 64 号）第 4 条の規定に基づき毎年度策定する岩手県計画をいう。）に盛り込む

事業に関する事項 

(4) その他地域医療構想を実現するために必要な事項 

 

（組織） 

第３条 調整会議は、岩手県県央保健所長（以下「保健所長」という。）が委嘱する委員

○名以内をもって組織する。 

２ 委員は、医療機関、保健・医療関係団体、福祉・介護関係団体、市町等から推薦があ

った者及びその他保健所長が必要と認める者とする。 

 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は２年とする。ただし、欠員が生じた場合における補欠の委員の任期

は、前任者の残任期間とする。 

 

（会長及び副会長） 

第５条 会議には、会長及び副会長を置き、会長は岩手県県央保健所長、副会長は盛岡市

保健所長とする。 

２ 会長は、会議を総理し、会議の議長となる。 

３ 会長に事故あるとき、又は会長が欠けたときは、副会長がその職務を代理する。 

 

（会議） 

第６条 調整会議は、必要の都度、保健所長が招集する。 

２ 議長は委員の代理を認めることができる 

３ 議長は、調整会議における協議をより効果的・効率的に進める観点から、議事等の必

要に応じて、委員の参加を制限することができるほか、委員以外の関係者の参加を求め

ることができる。 



４ 調整会議は、原則として公開とする。ただし、患者情報や医療機関の経営に関する情

報その他保健所長が非公開とすべき情報と認めるものを取り扱う場合は、非公開とする。 

５ 調整会議における協議の内容は前項の場合を除き、岩手県のホームページにおいて公

開する。 

６ 議長は、病床機能の分化と連携の推進に向けて構想区域の病院・有床診療所が担うべ

き病床機能や病床数等に係る関係者の合意事項について、必要に応じ、当該関係者が署

名押印した確認書を作成することができる。 

 

（委員の守秘義務） 

第７条 委員は、前条第４項の非公開とすべき情報その他職務上知り得た秘密（以下「秘

密」という。）を漏らしてはならない。その職を退いた後も、また、同様とする。  

２ 委員は、不正の利益を得る目的、関係者に損害を加える目的その他の不正な目的で秘

密を不正に使用し、又は開示する行為を行ってはならない。 

 

（庶務） 

第８条 調整会議の庶務は、岩手県県央保健所において処理する。 

 

（補則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、調整会議の運営に関し必要な事項は、会長が調整

会議に諮って定める。 

 

 附 則 

 この要綱は、平成 年 月 日から施行する。 

  



１　会議の運営方法
 　　盛岡構想区域地域医療構想調整会議設置要綱を策定し、調整会議を新設する。

２　構成団体選定の考え方
　(1)　保健・医療・福祉・介護等の各分野から選定する。
　(2)　高度急性期・急性期の医療機能を担う私立病院を１病院選定する。
　(3)　回復期、慢性期については、関係団体（岩手県私立病院協会、全日本病院協会岩手支部、日本病院会岩手県支部、
　　全国自治体病院協議会岩手県支部 ）に３～４病院ずつ推薦依頼する。
　　　 なお、依頼にあたっては、地域的なバランスを考慮した推薦となるよう推薦依頼先に配慮を求める。
　(4)　精神科病院については、日本精神科病院協会岩手県支部に１病院推薦依頼する。

３　留意事項
　　構成団体が41団体であり、効率的・機動的な会議運営が可能である。構成団体でない病院に対しては、調整会議開催
　の都度、会議資料を会議録とともに送付することにより、情報共有を図ることが可能となる。

４　構成団体案　41団体

分野 医療機能

1 （盛岡市）

2 （盛岡市） c d

3 （盛岡市） c

4 （盛岡市） c d

5 （盛岡市） a b c

6 ① いわてリハビリテーションセンター （雫石町） ｄ

7 ② 栃内第二病院 （滝沢市） a

8 ③ 国民健康保険葛巻病院 （葛巻町） d

9 ④ 八幡平市国民健康保険西根病院 （八幡平市） c d

10 ⑤ 南昌病院 （矢巾町） b ｃ

11 ⑥ 医療法人社団愛和会　盛岡南病院 （盛岡市） a b ｃ

12 ⑦ 社団医療法人康生会　鶯宿温泉病院 （雫石町） a b

13 ⑧ 渋民中央病院 （盛岡市） b

14 ⑨ 医療法人社団松誠会　滝沢中央病院 （滝沢市） a

15 精
神 社団医療法人法成会　平和台病院 （紫波町）

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30 救急 盛岡地区広域消防組合

31 医療保険者

32 盛岡市長寿社会課

33 八幡平市健康福祉課

34 滝沢市健康推進課

35 雫石町健康推進課

36 葛巻町健康福祉課

37 岩手町健康福祉課

38 紫波町長寿健康課

39 矢巾町健康長寿課

40
41

岩手県私立病院協会 a 5

全日本病院協会岩手支部 b 5

日本病院会岩手県支部 c 7

全国自治体病院協議会岩手県支部 d 5

一般社団法人岩手県理学療法士会

岩手八幡平歯科医師会

市町
（８)

保健所
(2)

盛岡市保健所

岩手県県央保健所

保健・医療
(9)

一般社団法人盛岡市医師会

一般社団法人岩手西北医師会

一般社団法人紫波郡医師会

公益財団法人岩手県看護協会盛岡支部

福祉･介護
(5)

盛岡地区地域包括・在宅介護支援センター協議会

岩手県介護老人保健施設協会

岩手県社会福祉協議会中央ブロック高齢者福祉協議会

盛岡市民生児童委員連絡協議会

岩手県央地区民生児童委員協議会

全国健康保険協会岩手支部

岩手医科大学附属病院

岩手県立中央病院

盛岡赤十字病院

盛岡市立病院

医療法人友愛会　盛岡友愛病院

回
復
期
・
慢
性
期

紫波郡歯科医師会

一般社団法人盛岡市歯科医師会

盛岡薬剤師会

地域医療構想調整会議　運営方法及び構成団体案　（案の２）

備考所　　属

医療機関
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・
急
性
期

高
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期

医療機関名入 


